
 

                                            第 12 回 2012 年 10 月（A） 

      

 注 ： 指示があるまで開けないで下さい。 

 

 

 

総総合防犯設備士資格認定試験  

 

 

   第一次試験（筆記方式） 

 

    Ａ基礎問題 （必須） 

出題 10 問 

時間 90 分 

配点 1 問 20 点・合計 200 点 

 

 

 

 

 

 

 

受験番号       － 

氏 名  

 

 

    注意事項 

 

      １ 座席は指定されています。受験番号を確認して着席して下さい。 

      ２ 机の上には「受験番号」「筆記用具」「時計」以外のものは置かないで下さい。 

      ３ 受験番号・氏名は、はっきりと記入して下さい。 問題用紙・解答用紙に受験番号を 

        記入する欄があるものは、全て受験番号を記入して下さい。 

      ４ 解答は、設問にしたがって記入して下さい。 

      ５ 「試験問題」・「解答用紙」は試験終了後すべて回収します。 

６ 試験時間内に退席される場合は、試験問題・解答用紙を机の上に置き試験官の許可 

を得て静かに退席して下さい。 

        ただし、試験開始後３０分、および試験終了前 10 分間は退席できません。 

        退席後、試験会場近辺では、静かにお願いします。 

      ７ 試験会場においては、試験官の指示にしたがって下さい。 

 

 

 

公益社団法人 日本防犯設備協会 
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A 基礎問題 （必須）     受験 No.    - 

問題－１ （セキュリティ概論１）                                                

 

事故または災害による被害を最小化するために、あらかじめ把握しておかなければならない基本

情報を 4 つ以上挙げ、下の解答欄に記せ。 

 

 

①  

②  

③  

④  

⑤  

 

 

問題－２ （セキュリティ概論２）                                            

 

テロによる暴力行使の目的として考えられるものを 4 つ以上挙げ、下の解答欄に記せ。 

 

 

①  

②  

③  

④  

⑤  

 

 

問題－３ （防犯の理論）                                                   

  

日本の警察関係者の行ったプロファイリングの結果判明した侵入窃盗者が犯行を行おうとするに

あたって嫌うものを４つ挙げて、その理由を簡潔に記せ。 

 

 

嫌うもの 理   由 
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A 基礎問題 （必須）     受験 No.    - 

問題－４ （防犯設備の構築１）                                                   

  

安全安心まちづくり推進要綱において示されている共同住宅に対する防犯照明の推奨照度につい

て、対象場所に該当する平均水平面照度とその意味するところを簡潔に記せ。 

 

 

対象場所 平均水平面照度 意味するところ 

通路、駐車場、駐輪場、オ

ートバイ置場、児童公園、

緑地 

  

共用玄関以外の表用出入

口、共用廊下、共用階段 

  

共用玄関、共用メールコー

ナ、エレベータホール、  

エレベータかご内 

  

 

 

 

 

問題－５ （防犯設備の構築２）                                                  

 

最近増加している罪種の一つに万引きがある。万引きの実態、すなわちどのようにして万引きが行

われているか、その手口について五つ記せ。 

 

 

① 

 

 

 

② 

 

 

 

③ 

 

 

 

④ 

 

 

 

⑤ 
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A 基礎問題 （必須）     受験 No.    - 

問題－６ （防犯設備の構築３）                                                  

 

出入管理システムを構成する基本的な部位（部分・機能）を 4 つ記せ。ただし、電源部等の付帯的

なものは除く。 

さらに、制御を高度化する機能（照合・判定の条件）を 3 つ記せ。 

 

① 
 

 

② 
 

 

③ 
 

 

基本部位 

（部分・機能） 

 

④ 
 

 

① 
 

 

② 
 

 

制御の高度化機能

 

③ 
 

 

 

 

 

問題－７ （総合防犯監査１）                                                  

 

総合防犯監査においては、監査人自らが監査対象物件の情報を収集・整理して、チェックリストを

事前に作成することが重要である。その理由として考えられる点を下の例にならって簡潔に記せ。 

 

例： ① 監査をより効率よく短時間に遂行でき、監査対象項目にもれを生じさせないため。 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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A 基礎問題 （必須）     受験 No.    - 

問題－８ （総合防犯監査２）                                              

 

総合防犯監査に係る情報は、最重要秘密である。監査人として、依頼人との間で守秘義務の覚書

を取り交わす際、秘密保持を遵守するために網羅しなければならない事項を簡潔に記せ。 

 

① 

② 

③ 

④ 

 

 

 

問題－９ （総合防犯１）                                                   

 

犯罪対策閣僚会議(平成２０年１２月）で策定された、『犯罪に強い社会の実現のための行動計画

2008』で、「身近な犯罪に強い社会の構築」の具体的な行動５項目を記せ。 

 

 

 行 動 計 画 

① 
 

 

② 
 

 

③ 
 

 

④ 
 

 

⑤ 
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A 基礎問題 （必須）     受験 No.    - 

問題－１０ （総合防犯２）                                                 

 

 刑法犯の包括罪種５種類とその具体的な犯罪名を記せ。 

 

 包括罪種 包括罪種の犯罪名 

① 
 

 

 

② 
 

 

 

③ 
 

 

 

④ 
 

 

 

⑤ 
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